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◇例会日　毎火曜日　19：00～20：00

◇例会場　◆埼玉グランドホテル本庄

◇事務所　埼玉グランドホテル本庄内　〒367－0041本庄市駅南2－2－1

　　　　　Tel : 0495-23-0141 ／ Fax : 0495-23-0141

 　　　　　E-mail : rotary@mail.honjo.ne.jp

◇会長　矢部　一臣

◇幹事　星野　栄一

◇会報広報委員会／委員長　飯塚能成

　　　　　　　　／委　員　木村真純　堀川　明

第728回例会　　　　5月12日（火）　　　　　　発行　平成21年5月19日(火)

司　会　／　奈良橋秋夫SSA

点　鐘　／　19時00分　矢部一臣会長

ソング　／　□　奉仕の思想　　　　　　　

プロバスクラブ
（Probus Club）
と

ロータリー地域社会共同隊
（Rotary Community Corps）

　皆様、今晩は。

　３月からの例会では、私の検査入院等により、

皆様にご迷惑をおかけしてしまい、申し訳ござ

いませんでした。とりわけ、長沼副会長、星野

幹事には、突然のことにも拘わらず、適切の対

応をして頂き、厚くお礼申し上げます。

　健康には自信があったこともあり、体の具合

を悪くすると落ち込むものです。

　しかし、何事もどんな状況、どんな状態にあ

ろうと、その状態、その状況を受け入れること

がら始まり、その状況、状態から、あせらずに

進んでいくことになります。

　さて、本日のロータリー情報は、プロバスク

ラブ（Probus Club）とロータリー地域社会共同

隊（Rotary Community Corps）です。

　ロータリアンは、地域社会へ貢献することの

重要性を認識しています。地域社会奉仕は、地

域の現実的な、差し迫った問題や必要性に対応

するものでなければなりません。ロータリーク

ラブ（ＲＣ）は、地域の当面の緊急課題を特定

する調査から出発しなければならないのです。

いったんこれが見極められれば、これらの問題

に対する効果的な対応策が明確に打ち出せるは

ずです。ロータリーが、地域社会へアクション

を仕掛けるプログラムとしては、「プロバスク

ラブ」と「ロータリー地域社会共同隊」があり

ます。
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 プロバスクラブ（Probus Club）
　「プロバス（Probus）」というのは造語です。専

門職（Professional）のProと、実業（Business）の

Busを取ってつくられた言葉です。プロバスクラブは、

ＲＩの公式プログラムではありませんが、ＲＩ理事

会が地域社会の高齢者に対する活動として、推奨を

している組織です。ＲＣがスポンサーとなって設立

されます。ロータリーの分類でいえば、社会奉仕活

動の一翼を担うものです。

　プロバスクラブの目的は、リタイアしたけれども、

活動する能力のある人々が、少なくとも月１回以上

会合を行い、ゲストスピーカーや会員の卓話を聞い

たり、同じような環境や興味を持つ会員との交流・

親交により、共感や価値ある活動の機会を提供し、

意義ある生活を、推進することにあります。

プロバスクラブの歴史

　1920年代のはじめ、カナダ・サスカチワンとアメ

リカ・コネティカット州ニューヘブンに、プロバス

クラブの原型となるような集まりが、組織されました。

　その後1965年、イギリス・ウェルウィンガーデン

シティＲＣが、退任した専門職業家および実業家に

よる会合を考えクラブを組織、月1度の例会をもち、

集いの場が"The Campus"と呼ばれる町の中心に面し

ていたことから「キャンパス・クラブ」と名づけま

した。翌1966年、やはり同国のキャスターハムＲＣ

が同様のクラブを組織し、このときに「プロバス

（Probus）」と呼称、命名しました。まもなく2つの

クラブは統合、今度はブロムスグローブクラブのも

とで発展しました。

　今日では世界の多くの国、特にオーストラリア・

ニュージーランドで、プロバスクラブは盛んに活動

しています。現在、世界では約4,000クラブ、30万人

以上の会員がいると推定されますが、そのうちの
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1,770クラブ、14万人がオーストラリアに、450クラ

ブ、5万人がニュージーランドに集中していて、両

国共通でプロバスクラブのための会報誌"Probus　

News"（年4回・6万部）も発行されています。日本

では1988年、第2680地区（兵庫県）上郡ＲＣ提唱で、

上郡プロバスクラブができたのが最初です。第2680

地区と第2730地区（宮崎県・鹿児島県）に多くのク

ラブがあります。

退職後の人生を充実させる会員たち

　プロバスの会員は、元ロータリアンに限定されま

せん。その資格は、年齢が60歳以上であること、専

門職と実業に携わってきた、社会の各方面で活躍し

てきた人たちであること、そしてリタイアまたはセ

ミ・リタイアした男女であるという条件を、満たし

ていればいいのです。

　組織されると、設立の手伝い役のロータリーが、

表に出ることはありません。プロバスクラブは、相

互の親睦を図りながらも、定期的な会合を行い、自

主・自律の独立したクラブとして動いていきます。

　クラブの具体的な活動としては、趣味で交流した

り、引退者が活動的であり続けるように、講演・討

論会を催したり、見学会を行ったり、さまざまな地

域社会への活動を行います。

ロータリー地域社会共同隊
（Rotary Community Corps）
　ロータリー地域社会共同隊とは、ロータリアン以

外から成る、ＲＣ提唱による自助組織です。ロータ

リアンではなくとも、ロータリーの精神にのっとり、

自分たちの地元地域を発展させるために活動し、そ

の活動のプロセスで、貴重なグループ活動の技術を

習得します。

　現在では、世界中に何百もの共同隊があります。

名称の変遷が示す幅広い活動

　　「ロータリー地域社会共同隊？」と首をかしげ

る方もいらっしゃるでしょう。ロータリー地域社会

共同隊（Rotary Community Corps＝略称ＲＣＣ）の

原型は、「ロータリー村落共同隊（Rotary Village 

Corps＝略称ＲＶＣ）」です。1986－87年度、マット・

カパラスＲＩ会長のとき、発展途上国の村落が抱え

る諸問題を救済することから、生まれました。

　「村落」は本来、地球村（Global Village）を意

味したのですが、文字通り「村」として狭く解釈さ

れ、活動も「村」の範囲で行うもの、と受け止めら

れる傾向にありました。もっともＲＩでは名称を「村

落共同隊」にこだわらず、実情にあった言葉を使用

してよい、ともしていましたので、「ロータリー地

域共同隊（Rotary Community Corps＝ＲＣＣ）」名

称のものも、増えていきました。加えて、先進国都

市部における行政のゆがみから生じる、日の当たら

ない部分の問題に、ロータリーの奉仕の手を差し伸

べるという活動にも、取り組んでいきました。こう

した実態を鑑み、1996年6月のＲＩ理事会は、ＲＶ

Ｃという名称が適切でない場合は「ロータリー社会

奉仕共同隊（ＲＣＳＣ＝Rotary Community Service 

Corps）」という名前（一般名称のＲＣＣにＳ＝

Serviceを追加、邦訳も変更）も使用してよい、と

しました。

　そして1998年10月の理事会で、ＲＶＣは、「Rotary 

Community Corps（ロータリー地域奉仕共同隊）」

という名に改称されました。

　その後、邦訳が「ロータリー地域社会共同体」に

変わり、ＲＣＣは環境問題に取り組んだり、地域の

留学生を支援したり、地域文化について講演会を行

ったり、幅広い活動を繰り広げています。

その目的とつくりかた

　ＲＣＣは、4つの主な目標を共有しています。

・地域社会や村、近隣地域の改善に責任をもって取 

り組むよう、人々に奨励する。 

・すべての有用な職業の威厳と価値を認識する。 

・生活の質を高めるために、人々を自助自立活動や

共同作業に動員する。 

・地元文化や地域社会の状況の中で、人々の潜在的

可能性を全面的に開発することを奨励する。

・結成にあたっては、少なくとも10人の成人によっ

て構成されるものとされ、ＲＣＣの所在する村また

は地域社会に居住、就職、勉学中の男女なら、誰で

もなれます。ＲＣによる結成のあと、ガバナーが確

認し、ＲＩの認証を受けて設立されます。そして、

ＲＣＣ名の後には、提唱したＲＣ名をつけて「（名

称）ロータリー・クラブ提唱」と記すものとされま

す。

　"Quality of Life"――日本語では、「生活の質」

とか「生命の質」と訳され、ＱＯＬと略語で表現さ

れることもありますが、これを高めることは、幾つ

になっても大切なことです。高齢化社会が進む現代

は、高齢者や社会の第一線・現役からは退いたけれ

ども、まだまだ活力にあふれた人たちが増えていま

す。こういう人たちが、日々の"Quality of Life"

を高めることに、少しでも役に立てるように、プロ

バスクラブやＲＣＣという機会を地域社会に提供し

てみませんか。ロータリーの可能性は、限りなく広

いのです。

（参照　ロータリージャパン 『ロータリーの友』

　2004年9月号掲載・引用　『手続要覧2004年』

 ＲＩ「活動する地域社会；効果的なプロジェクト

 のための指針」「国際ロータリー理事会決定事項

 抄録」など。）
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出席報告

例会予定

清水正一　出席委員長

�会員数� 出　席� Ｍ　Ｕ� 欠　席� 出席率

� 22名� 11名� ３名� ８名� 64％

６月２日　会員スピーチ（会員組織）　　　GH本庄

　　　　　　　・・・　定例理事会

６月９日　ディスカッション（次年度に向けて）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GH本庄

６月16日　オープン例会　　　　　　　　Ｌａｌａ

６月23日　クラブ協議会　　　　　　　　　GH本庄

６月30日　サヨナラ例会　　　　　　　　　GH本庄

①今月は各種団体の総会案内が多く来

　ております。

　5月14日　本庄市観光協会

　5月23日　塙保己一遺徳顕彰会

　5月22日　本庄市交通安全対策協議会

　　　　　　理事会及び評議員会

②次週は卓話、最終例会は早稲田大学大学院生との

　交流会です。(３時集合、４時開会、早稲田大学

　に於いて)

③ジョンレノンとヨーコの世界の案内

④2009～2010年度地区大会の支援の役職推薦

　大会副委員長　山田勝治、大会副幹事　小松政敏

　の２名

国際奉仕委員会
　早稲田大学大学院留学生との交流会

のスケジュールについて

日時　５月26日(火)

　　　　2:30集合　3:30スタート

場所　本庄早稲田大学本庄国際リサー

　　　チパーク　２Ｆにて

会員の「みさご」さんに寿司のにぎり体験を予定し

ています。

地区協議会報告
　クラブ奉仕部門の方針「ロータリーの原点の再構

築について共に考えよう」というテーマは、加藤ガ

バナーエレクトの「地区はクラブ支援のために存在

しているのです。」という意気込みと通ずる所があ

ります。ＣＬＰの採用について、まだ不明確な点が

多々ありますが、地区に意見をいただき、指導して

もらう事が、クラブ内の偏った見方を修正するのに

は、好都合かと思います。

地区広報会報委員
　地区広報会報委員会で、ＲＩ補助金をいただき、

制作しておりましたロータリーの番組が完成し、放

映日が決まりましたので、お知らせいたします。

５月11日から29日の間の日曜を除く毎日、12:15～、

16:15～、20:15～　３回放映されます。ぜひご覧下

さい。

幹事報告 星野栄一　幹事

委員会報告 長沼　章


